
工業統計について 

 

＊調査方法 

工業統計調査には、「準備調査」と「本調査」があります。 

・準備調査は、すべての事業所に対して調査員が訪問する方法により行い、これによ

って本調査の対象となる従業者４人以上の事業所を把握します。本調査は、「調査

員調査」または「本社一括調査・国直送調査」により行います。 

・「調査員調査」、は統計調査員が調査対象事業所を訪問し、調査票等を配布し、調査

票に必要事項の記入を依頼し、後日回収（又はオンラインにより回答）する方法で

す。 

・「国直送調査」は、複数の製造事業所を有する企業を対象に行うもので、調査票を

本社で一括して記入・提出する“本社一括調査”と、傘下の各製造事業所において

記入・提出する“国直送調査”で実施しています。 

＊対象事業所 

 製造業に属する事業所のうち、従業者４人以上の事業所が対象となります。 

＊従業者数 

 調査年の６月１日現在で、調査対象事業所で働いている人をいい、他の会社などの別

経営 

の事業所から出向又は派遣されている人（受入者）も含まれます。しかし、他の会社

など 

の別経営の事業所へ出向又は派遣している人（送出者）を除かれます。また、臨時雇

用者 

は含まれません。 

＊現金給与総額 

調査年の 1 月から 12 月までの 1 年間に支払われた「常用雇用者（「正社員,正職員」

及び「パート・アルバイト等」をいう）及び有給役員に対する基本給、諸手当と特別

に支払われた給与（期末賞与等）の額」と、その他の給与額との合計です。 

＊製造品出荷額 

当該事業所の所有に属する原材料によって製造されたもの（原材料を他に支給して製

造させたものを含む）を、調査対象年中に当該事業所から出荷した場合の工場出荷金

額をいいます。 

＊付加価値額（粗付加価値額） 

 従業者数３０人以上の事業所は「付加価値額」、２９人未満の事業所は「粗付加価値

額」です。 

 ・付加価値額＝製造品出荷額等＋（製造品年末在庫額-製造品年初在庫額）＋（半製

品及び仕掛品年末価額－半製品及び仕掛品年初価額）－（推計酒税,たばこ税,揮発



油税及び地方揮発油税＋推計諸費税額－原材料使用額等－減価償却額 

 ・粗付加価値額＝製造品出荷額等－（推計酒税,たばこ税,揮発油税及び地方揮発油税

＋推計消費税額－原材料使用額等 

＊「X」 

「X」は 1 又は 2 の事業所に関する数値で、これをこのまま掲げると個々の報告者の

秘密が漏れるおそれがあるため秘匿された箇所です。 


